
科目名 開講時期 必修・選択 科目区分 単位（時間） 科目責任者 

卒業研究 ４年次 必修 実習 ４単位（180時間） 小杉日登美 

授 業 概 要 

専任教員の指導を受けながら、学生がグループごとにそれぞれのテーマに沿って調査・研究をすすめる。研究の進

め方や調査報告のまとめ方などを実際の作業を通じて学習し、実践的な能力を養う。また、論文作成については主に

「卒業演習」で取り組む。 

到 達 目 標 

 これまでに学んだ様々な知識・技術を横断的に理解して、実験研究や調査研究に応用できる。 

 文章の構成を考えて、論文をまとめることができる。 

 論理的な考え方が身に付き、論理的な文章を書くことができる。 

実務経験のある教員 

 

回 学 習 内 容 担当教員 

1-120  3年次1月に配属ゼミの決定以降、担当教員との面談等により、卒業研

究テーマ等を決定する。「卒業研究計画書」を作成し、4月上旬に担当

教員に提出する。 

 4年次の4月から8月まで調査研究（フィールド調査や実験等）を行う。

研究の実施にあたっては、担当教員と十分にコミュニケーションをと

り、研究に対する助言・指導を受けるとともに、進捗状況に関する情

報を共有する。 

 「卒業研究基礎コース」に位置付けられた学生は、専門分野の復習を

はじめとした補習講義を受講し、卒業研究実施の度合いを軽減し、早

期から国家試験対策に取り組む。 

 

各卒業研究 

担当教員 

学 習 方 法 

  

評 価 方 法 

卒業論文の提出を必須とする。 

卒論テーマへの取り組み状況や学習態度により総合的に評価する。 

先 修 科 目 

 

 

教科書、参考書 

 

 

 

 


